




 

 1972 年より 1977 年までの 6 年間に名古屋市立大学医学部泌尿器科でなんら

かの手術療法をうけた生後18日目から12才までの小児水腎症患者45例につい

て尿路感染などの関連を検討し,次のような結果を得たので報告します。 

1.小児水腎症患者の主訴は,通過障害が下部になるほど尿路感染症に関連した

ものが多くなる。 

2.実際に尿路感染症の既往をもつ頻度は通過障害が下部になるほど高い。 

3.反対に術後 3カ月位までは上部尿路通過障害例ほど尿の感染率は高い。これ

は上部尿路通過障害の手術の場合,一時的に腎瘻等のカテーテル留置を施行す

ることが多いためと考えられる。 

4.尿の感染率は術後通過障害が改善されるにしたがい時とともに低下し,術後

1年時にはほとんどの例に感染を認めなくなる。 

5.1 年以上 fo11ow し得た 26 例中尿路感染症として発熱をきたしたものは 3 例

あるが,一過性に軽快し,以後症状の発現をみていない。 


